
第１回米子市図書館協議会 

係長 それでは、定刻となりましたので、『米子市図書館協議会』を開催いたしま

す。 

 

本日は、本協議会、会長決定までの間、進行を進めさせていただきます、

生涯学習課生涯学習係長渡部でございます。 

 

まずは会に先立ち、足立教育長から挨拶をいただきたいと思います。 

 

教育長 
本日は、お忙しいところをお集まりいただきまして、ありがとうございます。 

 本協議会は、昨年の7月31日で前任の任期を終了しましたが、その後9

月には、初めて委員の公募を行い、また、各種団体からの委員の推薦等

をいただきまして 11月 1日をもって新たな会が発足したところでございま

す。 

 今年度は図書館長を生涯学習課長が兼務をすることとなりましたが、各

方面での指摘をいただき、来年度平成20年度からは、新たに市の正規職

員による専任の館長を置く方向となっております。 

 この図書館協議会は、図書館法にもございます通り、『図書館の運営に

関し館長の諮問に応ずるとともに、図書館の行う図書館奉仕につき、館長

に対して意見を述べる機関』と位置付けられております。 

 その点からも、この新しいメンバーで、新しい図書館作りにお力添えをい

ただければと考えております。 

 また、先日は桜庭一樹さんが直木賞を受賞され、これもまた米子をアピ

ールするチャンスであります。 

本市の財政状況等、図書館運営について、厳しい面もございますが、一

方で創意工夫で市民に愛される図書館作りを進めていくためにも、お知恵

をお借りしたいと考えております。 

 どうぞ、今度ともよろしくお願いいたします 

 

 

 

 

係長 続きまして、議事に先立ちまして、委員紹介に移りたいと思います。 

今回は始めて公募で委員を募集いたしましたし、簡単に自己紹介をお願



いしたいと思います。 

また、本日は、渡邉委員からは、欠席の連絡を頂いております 

 それでは、吉岡委員から順にお願いします。 

 

各委員 ≪挨拶≫ 

 

係長 ありがとうございました。 

 

それでは、引き続き会長及び副会長の選出を行ないたいと思います。 

 

本日はご欠席ですが、渡邉眞子委員から事前に副会長の立候補の申出

を頂いております。 

副会長は、渡邉委員でよろしいでしょうか？ 

 

また会長につきましては、いかがでしょうか。 

ないようでしたら、事務局からの案として、このたびの協議会は、委員も大

きく入れ替わったこともありますので、図書館の状況をよくご存知で、従前

の協議会会長でいらっしゃいます、大原俊二委員に引き続きお願いいた

したいと思いますが、いかがでしょうか？ 

 

各委員 異議なし。 

 

係長 それでは、会長に大原俊二委員、副会長に渡邉眞子委員ということにさせ

ていただきます。 

 

では会長は、座席の移動をお願いいたしまして、一言お願いします。 

 

会長 私は、おそらく平成３年頃から、この協議会委員をさせていただいてまし

て、途中１～２年は飛んだと思いますが、他にも米子市立図書館の副館長

を２ヶ月だけさせてもらいました、。 

昨年は４月から専任の図書館長がなくなってしまった。館長は不在ではな

く兼任だということだったが、船に船長が乗らず、陸にいるような状況では

図書館行政あり方として、ビジョンが低い。 

前回５月の協議会の時に、必ず専任館長の設置をと全会一致でお願いを

したところ、教育長からも前向きな回答を頂き、来年度からは設置していた

だけるということになりそうです。 

我々の意見により、よりよい図書館行政になるために、活発な意見交換を

お願いいたします。 

 

 

係長 では、ここからの進行は、会長お願いいたします。 

会長 では、議事へと入らせていただきます。 



『米子市立図書館の概要について』お願いいたします。 

 

木村館長 今回は、新しくい委員になられた方々も沢山いらっしゃいますので、まず

は米子市立図書館の概要について若干の説明をさせていただきます。 

また、館内の様子につきましては、会の後にでもご覧いただければ、また

職員が説明いたします。 

 

伊藤統括司書 施設の概要はレジュメにあるとおりですので、運営上の概要を申し上げま

す。 

H６年度から電算システムが導入されました。 

またH９年度からは、学校図書館への支援が始まりました。 

H１３年度には、市の公用車を利用して図書の配本をするようになり、全国

的に米子方式と呼ばれるようになりました。 

H１３年～１５年にかけて、学校図書館の電算化・ネットワーク化により相互

の貸出しができるようになりました。 

また、メーリングリストも作成に活発に利用しています。 

そういった活動が認められ、平成１５年には文部科学大臣表彰も頂くことが

できました。 

H１９年３月からは、図書館情報システムの更新を行い、鳥取県の横断検

索も可能に。 

近年では、ビジネス支援、健康情報の提供、鳥大医学部や米子高専との

連携も活発に行なっている。 

 

先灘副館長 図書館では７か条を制定して事業を行なっており、近年は特に学校支援

やホームページを活用したサービスを重点に行なっている。 

 

大西主任 米子市子どもの読書活動推進ビジョンは、H１３年に「子どもの読書活動の

推進に関する法律」が制定され、鳥取県でも H１６年度に「鳥取県子どもの

読書活動推進ビジョン」が制定された。 

本市においても、H１８年度に策定したものであり、図書館はその中心的な

役割を担っている。 

 

神庭委員 資料として移動図書館車の物がないですが、状況を教えてください。 

 

先灘副館長 現在は週２回、１６箇所のサービスポイントを循環している。 

以前は２４箇所であったが、利用状況などを勘案して、ポイントを減らし

た。 

 

会長 それは、館内の人手が手薄になっているからか、それとも要望自体がすく

ないのか。 

 

先灘副館長 人手の問題です。 



 

会長 本図書館は、少ない人手の中で、他には例を見ない学校支援を行なって

おり、非常に多忙である。 

このあたりが今度の課題になってくるのでは。 

 

神庭委員 育児や介護のためになかなか図書館へ来ることができない人は沢山い

る。大変かもしれないが、数は減らさず対応して欲しい。 

 

会長 

 

 

図書館法上には図書館の役割が明記されてり、その中には学校の支援も

含まれる。学校の方でも、朝読だけでなく、あらゆる教科での図書資料を

利用してやっているところもある。 

 

神庭委員 人件費の問題というのがあると思うのですが、現在は少ない職員で頑張っ

て折られる。今後これが増えるというようなことはないんでしょうか。 

 

福永委員 資料の紛失というのは多いんでしょうか？ 

 

先灘副館長 紛失は目だって多くはないですが、返本された資料の汚損が非常に増え

ており、苦慮しているところです。 

 

会長 県立図書館あたりでは、外に出ようとするとブザーがなる仕組みになって

いるが。 

伊藤統括 ブックリテクションという装置であるが、全資料にタグをつける必要があり、

導入に２,０００万円程度かかるということで、断念した。 

会長 ２階の資料室には、貴重な郷土資料等もあるが、かばんを持ち込まないよ

うにロッカーの設置してみては？ 

 

質問はありますか？？ 

 

つづいて、（２）の『平成２０年度米子市立図書館運営方針について』お願

いします。 

 

木村館長 『平成２０年度米子市立図書館運営方針について』 

新年度の図書購入費予算の見込みとして、市長査定で内示では１４００万

円となり、今年度よりも１００万増となりました。 

また、先ほど教育長からの話にもありましたが、専任館長が設置されるとい

うこと進んでいます。 

 

大西主任 資料としてお配りしているのは、教育委員会の事務権限を規程するもので

ございますが、新旧と比較して頂いて、今度には図書館長の責務を明確

にするために、その権限を明記しております。 

また、これにあわせて「米子市立図書館印」を米子市教育委員会の公印と



定めることとなりました。 

 

先灘副館長 H２０年度の事業運営としては、重点施策として 

①夏期の開館時間延長 

②法情報サービスの充実 

③健康情報棚の設置など を中心に、 

引き続き、 

④学校支援 

⑤ビジネス支援 を行なって行きたい。 

 

実施事業としては、県立図書館等との関連もあるので現時点では日程は

ほとんど決まっていない。 

 

大原和委員 重点施策の中に法情報サービスの充実とあるが、裁判員制度等について

は、県立よりも島根大学の図書館が非常に充実しているので、連携をして

みては。 

また、医学情報については、鳥大医学部図書館から借りるとよいと思う。 

先灘副館長 現段階では島根大学との連携は行なっていないが、今後検討してみる。 

鳥大医学部図書館については、既に連携を行い、相互貸借ができるよう

になっている。 

 

また、個人貸出しについても、現在は米子市立図書館条例市施行規則に

より、館内で５冊、移動図書館車で５冊というような運用になっているが、わ

かりにくいこともあり、一括１０冊ということで対応して参りたい。 

あわせて、２週間の返却期限までに資料を返却されないかたについて

は、期限ご１ヶ月での利用停止処分を導入したい。 

県内では、鳥取、倉吉あたりが既に導入している。 

返却期限後１ヶ月では約３０００冊の延滞があるのが実情である。 

 

会長 ありがとうございました。 

 

つづいて『図書館ボランティアの活動について』お願いします。 

 

先灘副館長 Ｈ18年度の5月に開催いたしました本協議会において『ボランティアの活

用を』というご提言をいただきました。 

 その後いろいろと検討いたしまして、Ｈ18 年度末に募集を行い、本年度

から『図書館ボランティア』として活動をして参ったことです。 

当初個人２２人、２団体の登録を頂きました。 

グループでは、読み聞かせを行なったり、個人は本の修復や書架への返

本作業を行なっており、多い人は週に２，３日来られる。 

 ただ、様子を見ていると、２０人程度は必要と感じる。 

 今年もまた３月に次期の募集を行なおうと思っている。 



 

会長 ありがとうございました。 

 

（４）その他について、何かございますか？ 

 

ないようですので、終わります。 

 

係長 ありがとうございました。 

事務局からは以上ですが、皆さまから何かございますか？ 

 

無いようですので、以上で米子市図書館協議会を終わります。 

お疲れ様でした。 

 


